
 

 

 

 

 

 

 

障がい者就業・生活支援センター（なかぽつ）について 

・障がいのある方が職業自立されることを目標に、就労や生活面をサポートするため国や自治体から委

託を受けて全国に設置されている障がい者支援施設である。 

・岐阜県内には圏域ごとに６か所設置されており、居住地によって登録するエリアが決まっている。 

・登録をすることで支援を受けることが可能になる。 

・登録、利用について費用は一切かからない。 

・利用期間の制限がないため、登録すれば長く利用し続けることができる。 

 

 登録をすることで、卒業後の職業生活に向けて、各々の課題に応じて関係機関と連携し、就業面及び生

活面の一体的な支援をしていただけます。また、安定して仕事が継続できるように、必要に応じて職場を

訪問してくださったり、仕事や生活の悩みなどについて相談にのっていただけたりします。 

就労先が決まった３年生は、１月に入ってから、居住地の障がい者就業・生活支援センター（なかぽつ）

への登録を順次行っているところです。 

岐阜県立岐阜清流高等特別支援学校 

進路指導部 №10 

令和 8年 1月 30日 

３年生 障がい者就業・生活支援センター（なかぽつ）登録 



3年生 職業講話 

令和８年２月 ６日（金）        就労支援ネットワーク会議 

    ２月１３日（金）        １年生 決意表明の会 

２月１６日（月）～２０日（金） １年生 第三期企業内実習 

３月 ３日（火）        １年生 第三期企業内実習報告会 

企業情報 

 

 

 

１月１４日（水）に３年生職業講話を行いました。岐阜障がい者就業・生活支援センター様から講師と

して３名の職員の方に来校していただき、「障がい者就業・生活支援センターって何？」「会社で働くとは

どういうことだろう？」「困ったとき、つらいとき、どうするか？」をテーマに話をしていただきました。 

「困ったとき、つらいとき、どうするか？」については、「どんな小さなことでも、何でも相談してほ

しい。」「相談することは、とても勇気のいることだが、一人で抱え込まないでほしい。」ということを言

っていただきました。また、「転居した場合はどうなるか？」の質問についても、「切れ目なく支援できる

ように、転居先のエリアの障がい者就業・生活支援センターに引き継ぎます。」と答えていただきました。 

改めて、講話内容を振り返り、障がい者就業・生活支援センターで受けることができる支援について確

認しましょう。 

 

 

 

事業所 EVERY FOOD（エブリフード）  （所在地）事業所による（一覧表は進路指導室にある） 

作業内容 ●調理補助 ●食器洗浄 ●配膳準備 など 

メモ 
●事業所内の食堂を運営している。 

●すべての事業所で受け入れているわけではない。希望があれば担任に相談する。 

  

事業所 岐阜県立看護大学    （所在地）羽島市江吉良町３０４７－１ 

作業内容 ●食堂の清掃、グランド・花壇・敷地外周の清掃。その他。 

  

事業所 大栄食品        （所在地）笠松町門間 2288-1 

作業内容 ●段ボール箱組立 ●シール貼り 

メモ ●業務用冷凍食品を製造する会社。学校給食でおなじみの製品があるかも。 

  

事業所 岐阜プラスチック工業テクセル事業部 （所在地）大野町相羽 992 番地 

作業内容 ●テクセル（樹脂板）製造にかかわる補助作業（運搬、カット、プリント等） 

メモ ※通勤に利用できる乗合バスがあるので、岐阜市西部、瑞穂市内なら通勤も十分可能。 

 

 

【進路に関する予定】 


